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2022 年３月期 通期連結業績予想の修正に関するお知らせ

当社は、2022 年２月 10 日開催の取締役会において、以下のとおり、最近の業績の動向等を踏まえ、

2021 年５月 14 日の 2021 年３月期決算発表時に開示した 2022 年３月期（2021 年４月１日～2022 年３月

31 日）の業績予想を修正することとしましたので、お知らせいたします。

１．当期の連結業績予想数値の修正（2021 年４月１日～2022 年３月 31 日）

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益

親 会 社 株 主

に 帰 属 す る

当 期 純 利 益

１ 株 当 た り

当 期 純 利 益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想 （ A ） 138，000 7，300 7，800 5，400 115.10

今 回 修 正 予 想 （ B ） 138，000 3，500 4，500 3，000 63.95

増 減 額 （ B ） - （ A ） - △3，800 △3，300 △2，400 -

増 減 率 （ ％ ） - △52.1 △42.3 △44.4 -

（ 参 考 ） 前 期 実 績

( 2 0 2 1 年 ３ 月 期 )
109，978（※） 1，277 1，474 830 17.73

              ※「収益認識に関する会計基準」適用後の売上高

２．修正の理由

世界的規模での半導体関連部品の供給問題および新型コロナウィルス感染拡大による部品供給問題

の影響により、得意先からの受注が想定よりも大きく減少し、更に鋳造品の主材料となるスクラップ価格の

高騰・高止まりに加え、その他原材料・燃料費上昇が収益下振れの主要因となりました。当社グループを

あげてコスト低減活動を推進して参りましたが、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利

益が当初計画を大きく下回る見込みとなりました。

※本開示に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。

また、業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

以上


